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檀
林
皇
后 
立
后
一
千
二
百
年 

～ 

 

弘
仁
六
年(

八
一
五)

七
月
十
三
日
。
当
宮
御
本
社
の

ご
祭
神
で
あ
ら
さ
れ
る
嵯
峨
天
皇
さ
ま
の
夫
人
・
橘

嘉
智
子
さ
ま
が
、
こ
の
日
、
正
式
に
皇
后
に
立
て
ら
れ

て
か
ら
今
月
で
一
千
二
百
年
と
な
り
ま
す
。 

皇
后
さ
ま
の
檀
林
と
い
う
追
号
は
、
承
和
年
間
に

現
在
の
嵐
山 

天
竜
寺
の
あ
た
り
に
檀
林
寺
と
い
う

日
本
最
初
の
禅
院
を
建
立
さ
れ
た
事
に
由
来
し
ま
す
。 

『
文
徳
天
皇
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
檀
林
皇
后
さ
ま
は

「
風
容
絶
異
、
手
は
膝
に
過
ぎ
、
髪
は
地
に
委
が
う
、

観
る
者
皆
驚
く
」
と
あ
り
、
大
変
容
姿
に
優
れ
た
方
で

あ
ら
れ
た
よ
う
で
、
ち
ょ
う
ど
当
今
の
皇
后
陛
下
が

ご
成
婚
さ
れ
た
当
初
の
ミ
ッ
チ
ー
ブ
ー
ム
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
嵯
峨
天

皇
さ
ま
と
の
間
柄
も
残
さ
れ
て
い
る
和
歌
か
ら
察
す

る
に
大
変
仲
睦
ま
じ
い
間
で
あ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

檀
林
皇
后
さ
ま
は
文
化
の
興
隆
に
も
熱
心
で
、
自

身
の
出
自
で
あ
る
橘
氏
の
氏
神
さ
ま
、
梅
宮
大
社
で

雅
楽
を
奉
納
さ
れ
、
一
説
に
は
こ
れ
が
神
前
で
雅
楽

を
奉
納
し
た
初
例
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
死
生
観
に
も
独
自
の
信
念
を
お
持
ち
で
、
嵯

峨
天
皇
さ
ま
と
同
じ
く
薄
葬
を
望
ま
れ
、
世
の
無
常

を
表
す
九
相
図
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
檀
林
皇
后
さ
ま
の
御
生
母
で
あ
ら
さ

れ
る
田
口
氏
女(

通
称 

田
口
姫)

は
、
現
在
の
大
阪
府

枚
方
市
の
出
身
と
い
わ
れ
、
檀
林
皇
后
さ
ま
は
大
阪

と
の
ご
縁
も
感
じ
る
皇
后
さ
ま
と
も
い
え
ま
す
。 

立
后
一
千
二
百
年
の
今
年
、
改
め
て
平
安
の
国
母

た
る
檀
林
皇
后
さ
ま
の
御
事
跡
に
思
い
致
し
、
時
の

皇
后
陛
下
の
思
い
が
そ
の
時
代
の
慈
愛
の
源
流
で
あ

る
事
を
畏
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

～ 

遣 け

ん

梅 ば

い

式 し

き 

～ 

本
年
も
七
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
当
宮

と
大
阪
天
満
宮
と
天
神
祭
を
通
じ
て
縁
あ
る
神
事
、

「
遣
梅
式
」
を
斎
行
致
し
ま
す
。 

こ
の
神
事
は
天
神
さ
ま
の
霊
木
と
し
て
知
ら
れ
る

当
宮
御
旅
社
の
紅
梅
の
枝(

梅
ケ
枝)

を
、
大
阪
天
満
宮

の
神
童
に
授
け
遣
わ
す
神
事
で
、
梅
ヶ
枝
を
遣
わ
す

の
で
遣
梅
式
の
名
が
あ
り
ま
す
。 

神
童
は
授
け
ら
れ
た
梅
ヶ
枝
を
大
阪
天
満
宮
に
持

ち
帰
り
、
そ
れ
に
天
神
さ
ま
の
御
神
霊
を
お
遷
し
し

て
、
天
神
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
い
わ
ば
、
日
本
三
大

祭
り
の
一
つ
で
あ
る
天
神
祭
の
根
幹
に
関
わ
る
神
事

と
も
い
え
、
綱
敷
天
神
社
の
梅
が
天
神
信
仰
に
お
い

て
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
証
と
も
い
え
ま
す
。 

こ
の
遣
梅
式
の
執
り
行
わ
れ
る
前
後
一
時
間
ほ
ど
、

神
事
の
都
合
上
、
御
旅
社
の
参
拝
は
階
下
ま
で
と
な

り
ま
す
事
、
何
と
ぞ
ご
了
承
下
さ
い
ま
せ
。 

 

～ 

梅
田
ゆ
か
た
祭 

～ 

 

七
月
十
八
、
十
九
日
の
両
日
、
茶
屋
町
、
大
阪
駅
、

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
、
デ
ィ
ア
モ
ー
ル
大
阪
の
四

会
場
で
「
梅
田
ゆ
か
た
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

茶
屋
町
で
は
両
日
と
も
午
後
四
時
か
ら
打
ち
水
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
日
本
古
来
の
涼
の
と

り
方
を
実
施
し
、
ま
た
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
の
う

め
き
た
広
場
で
は
盆
踊
り
も
あ
り
小
粋
な
街
あ
そ
び

が
展
開
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
両
日
は
ゆ
か
た
で

梅
田
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
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